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自然数の集合 {1, 2, · · · , n} の確率分割として良く知られた Ewens 標本抽出公式について、分
割の個数 Kn の確率関数 (pf) は P (Kn = k) =| s(n, k) | θk/θ[n](k = 1, 2, . . . , n) で与えられ
る。ここで、s(n, k) は第１種スターリング数、θ > 0, θ[n] = θ(θ + 1) · · · (θ + n − 1) ([2] 等)。
Kn は独立なベルヌーイ確率変数の和 Kn = 1 + Ln a.s. (Ln = ξ2 + · · · + ξn) としても表さ
れる。但し、P (ξj = 1) = pj , P (ξj = 0) = 1 − pj ( pj = θ/(θ + j − 1) : j = 2, 3, · · · , n)。昨
年、 θ log n → λ(> 0) の場合に限り Kn は Shifted Poisson distribution 1 + Po(λ) へ法則収束
すること、更に、Kn の分布 L(Kn) への近似として、Shifted Poisson distribution と Charlier

polynomialによる展開に基づく近似を紹介した 。今回は、L(Ln)（従って、L(Kn))への近似とし
て、二項分布に基づく近似を述べるが、ここにはその中の２つを記している。なお、⌊x⌋は xに近
い整数を表し、pj の和と二乗和を次とおく；

λn−1 =

n∑
i=2

pj , λ2,n−1 =

n∑
i=2

p2j 。

(i) 平均と分散が Ln のそれに略等しい二項分布B((n−1)′, p′) を、L(Ln)への近似とし ([1])、従っ
て、L(Kn)への近似として Shifted binomial distribution 1 +B((n− 1)′, p′) を用いる；

(n− 1)′ = ⌊λ2
n−1/λ2,n−1⌋, p′ = λn−1/(n− 1)′ 。

(ii) Krawtchouk polynomial による展開 ([3], [5]) を用いる：p̄n−1 = λn−1/(n − 1), γ2(p̄n−1) =

λ2,n−1 − (n− 1)p̄2n−1 とし、gB(x;n, p)を B(n, p)の pfとする。 Signed pf g∗B ([3], [4])を次とお
く (x = 0, 1, · · · , n− 1);

g∗B(x;n− 1, p̄n−1) = gB(x;n− 1, p̄n−1)−
γ2(p̄n−1)

2
∆2gB(x;n− 3, p̄n−1),

∆2gB(x;n− 3, p) =
gB(x;n− 1, p)

(n− 1)(n− 2)p2(1− p)2

{
x2 −

[
1 + 2(n− 2)p

]
x+ (n− 1)(n− 2)p2

}
。

L(Kn)の pfへの近似には、 g∗B を右へ shiftし g∗B(x− 1;n− 1; p̄n−1) (x = 1, · · · , n)を用いる。

L(Kn) への近似として、これら二項分布に基づく近似を比較すると共に、Shifted Poisson

distribution及び Charlier polynomialによる展開を用いた近似、更に正規近似との比較を与える。
応用として、(i)を基にしたKn の pfの推定を述べる。
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